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１．Ｈ2１年度実施計画の検討スケジュール
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平成平成２２１年度実施計画（案）について１年度実施計画（案）について 資料－３
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○石積護岸（越流・高潮災害防止）

最大潮位でも越流しない高さの確保

○石積護岸（越流・高潮災害防止）

最大潮位でも越流しない高さの確保

○マウンド（高潮災害防止）

石積み護岸と一体となって波の
うちあげを防止。

○マウンド（高潮災害防止）

石積み護岸と一体となって波の
うちあげを防止。

○海側のＨ鋼杭（耐震）

地震時の円弧すべりの防止

○海側のＨ鋼杭（耐震）

地震時の円弧すべりの防止
○陸側のＨ鋼杭（耐震）

地震時の円弧すべりの防止

○陸側のＨ鋼杭（耐震）

地震時の円弧すべりの防止

○捨石（緊急対応）

既設鋼矢板の倒壊防止

○捨石（緊急対応）

既設鋼矢板の倒壊防止

２．護岸の機能の整理
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３．工事の進捗状況（残工事の整理）
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仮設道路
（H鋼杭なし）
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４．H21年度工事について（案）

○H21年度の整備方針（第21回護岸検討委員会で合意）

地域の耐震対策を優先して進める。

⇒ 陸側のＨ鋼杭と鋼矢板の工事を進める。

○工事実施（案）

案１．陸側H鋼杭と鋼矢板のみの工事

案２．陸側H鋼杭と鋼矢板＋未着手区間の捨石工事

○H21年度の整備方針（第21回護岸検討委員会で合意）

地域の耐震対策を優先して進める。

⇒ 陸側のＨ鋼杭と鋼矢板の工事を進める。

○工事実施（案）

案１．陸側H鋼杭と鋼矢板のみの工事

案２．陸側H鋼杭と鋼矢板＋未着手区間の捨石工事
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